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1960-70年代の「安楽死」論と反対論が示唆するもの
――「しののめ」誌と「青い芝の会」による障害者からの異議申し立てを中心に――
大谷いづみ（立命館大学大学院先端総合学術研究科博士後期課程）
追加資料一覧
　　■ 資料１　安楽死の適法化要件
　　■ 資料２　戦後－１９８５年の安楽死事件と安楽死運動・安楽死反対運動年表
    ■ 資料３　ベルギー，リエージュのサリドマイド児殺害事件（バンドピュット事件）
    ■ 資料４　『しののめ』誌　安楽死特集とその反響
    ■ 資料５　「安楽死」関連議論に際して障害者の声がメディアに掲載されたもの
■ 資料１　安楽死の適法化要件
▼「安楽死６要件」（19621222 名古屋高裁）
　①病者が現代の医学の知識からみて不治の病に冒され，しかもその死が目前に迫っていること
　②病者の苦痛が甚だしく，何人も真にこれを見るに忍びない程度のものなること
　③もっぱら病者の死苦の緩和の目的でなされたこと
　④病者の意識がなお明瞭であって意思を表明できる場合には，本人の真摯な嘱託又は承諾があること
　⑤医師の手によることを本則とし，これによりえない場合には医師によりえないと首肯するに足る特別な事情があること
　⑥その方法が倫理的にも妥当なものとして認容しうるものなること
▼「医師による末期患者に対する積極的安楽死としての許容要件」（19950328 横浜地裁）
　①患者が耐えがたい肉体的苦痛に苦しんでいること
　②患者は死が避けられず，その死期が迫っていること
　③患者の肉体的苦痛を除去・緩和するために方法を尽くし他に代替手段がないこと
　④生命の短縮を承諾する患者の明示の意思表示があること

■ 資料２　戦後－１９８５年の安楽死事件と安楽死運動・安楽死反対運動年表
　別のHTMLファイルを参照のこと

■ 資料３　ベルギー，リエージュのサリドマイド児殺害事件（バンドピュット事件）
▼事件の経緯
・19620522 サリドマイド児出生，１週間後，ミルクにバルビツールを混入させて殺害。
・実行者である母親のほか，その夫（被害児の父親），その母（被害児の祖母），その姉（被害児の伯母），処方した医師も共犯で起訴
・19621110 ６日間の審理の後，無罪評決。
　法廷外に千人の群衆があつまり，無罪評決に祝杯。英雄扱い。
▼報道記事
・19621107「母親に同情の声　睡眠剤奇形児殺しの初公判（ベルギー）全欧州が成行きを注目」（朝日新聞19621107, 13面）。
・19621111夕「サリドマイド奇形児殺し　母親に無罪判決　ベルギー１２陪審員一致で」（朝日新聞19621111夕, 7面）。
・19621128夕「“奇形児殺し”が相次ぐ　サリドマイド事件　ベルギーで批判起る」（朝日新聞19621128夕, 13面）。
　※扱いの大きさは異なるが，読売，毎日などにもＡＰ通信配信により報道される。
・19621213　戸川エマ 「西ドイツのサリドマイド奇形児」（読売新聞19621213, 7面）。
　※編集より「問題残す奇形児殺し――判決は無罪だったが」，小林提樹 「日本でも一日も早く対策を」のコメントも併載。
▼関連報道記事・法学論文など
・19621001 「日本にも出たあざらしっ子と両性ベビー」『女性自身』19621001:38-44。
・牛田佳夫 19621130 「サリドマイド禍殺人事件の波紋　無罪評決に多くの疑問」 『週刊朝日』19621130:20-21。
・植松正 19621203 「サリドマイド奇形児の殺害」『時の法令』19621203[444]:34-37。
　※法学エッセイ。導入に，『女性自身』の「日本にも出たあざらっ子と両性ベビー」の記事と掲載の写真のエピソードについて言及。
・東門陽一郎 19621207 「幼子も人間だった(読者のイス)」『週刊朝日』1962-12-7:136-137。
　※判決の翌日，バチカン放送局が流した解説の訳を紹介。
・小島亮一 19621209 「問題残すサリドマイド裁判――「無罪」判決を生みだした「感情」（特派員からの手紙）」『朝日ジャーナル』1962-12-9:4-5。
・水上勉・戸川エマ・石川達三・仁木悦子・小林提樹 19630201「誌上裁判：奇形児は殺されるべきか」『婦人公論』1963-2:124-131。
・木村亀二 19630301 「サリドマイド奇形児の殺人」『法学セミナー』84:1。
・林省吾 19630301 「サリドマイド奇形児と愛の問題」『世紀』196303[154]:17-24。
・成田薫・宮城音弥・植松正・ヨゼフ・ロゲンドルフ 19630428 「座談会：安楽死のモラル」『朝日ジャーナル』1963-4-28:88-94。
■ 資料４　『しののめ』誌　安楽死特集とその反響
▼１．第一回目の特集（１９６２年）
▽19620430　『しののめ』４７号「安楽死特輯」
・往復書簡
　　花田政国（花田春兆）・小林提樹「現代のヒルコ達」
　　＊・＊「母と子の立場から」
　　＊・白石凡（朝日新聞編集委員）「自殺幇助罪は誰が負うのでしょうか」
　　＊・＊「人類の将来は安泰である」
　　山北厚・＊「人間は生きねばならぬか」
　　＊・大仏空「安楽死賛成論」
・アンケート
　＊（医師）／＊（桐ヶ丘養護学校教諭）／＊（母親）／渡辺華子（評論家）／＊（全日本精神薄弱者育成会）／＊（肢体不自由児父母の会）／＊（医師）／倉松功（東北学院大学教授）／＊（母親）／＊（都生活館）／花田政道（裁判官）／＊（江戸川養護学校教諭）／＊（特殊児童援護協会）／＊（ひまわり養護学級教諭）／＊（よこいとグループ）／＊（よこいとグループ）
　＊「安楽死一般について」
　＊「一つの解答」
　＊「不治永患者の安楽死」
　＊「二つの例」
　＊「安楽死に抗議」
　金沢恂「生命を大切に」
　花田政道「司法官として」
　＊「安楽死について」
▽ 19620910 『しののめ』４８号　特輯「芽ばえの頃」
 ※４７号安楽死特輯に関連したもの 『しののめ』48:58-70。
　松田道雄 「早期診断・最終診断（特集：芽ばえの頃）」
　らくがき童子（花田春兆）「喧嘩する気じゃないけれど」
　＊「ハガキ請願の提案――安楽死特輯を読んで」
　＊「議論以前」
　＊「心身障害者の安住のために」
　横田弘「過程――引金は自分の手で」
　アンケート追加
　おたより（反響）
▽反響
・19620614「おそろしい質問（季節風欄）」（朝日新聞19620614, 13面）。
・土屋秋子（仮）他 19620709 「私を殺してほしい！」『女性自身』19620709:41-44。
・19620710ころ　朝日新聞（大阪本社版），毎日新聞　『女性自身』の記事への抗議の投書（未確認）
・196210　松田道雄「しののめ」（中部日本新聞）安楽死に触れながらしののめを紹介。
▼２．２回目の特集（１９７２年，１９７３年）
▽19721025 『しののめ』７５号　特集：二十五周年・再び安楽死をめぐって
　松田道雄「安楽死問題で気になる点」
　＊「安楽死を考える」
　＊「生命の制御」を見て思う」
　＊「安楽死はあり得ぬ」
　＊「それでもなお－」
　＊「安楽死は殺人的行為」
　＊「安楽死について一言」
　金沢恂「黒い十字架」
　宮尾修「安楽死問題の本質にあるもの」
　花田春兆「抹殺される側の論理」
▽19730215　『しののめ』７６号
　　※前号安楽死特集及び増刊の余談　
　花田春兆「怒りと批判の次に」（「手足の不自由な子どもたち」２月号より転載）
　宮尾修「死を強いられる者たち――安楽死問題の本質にあるもの」
▽19730315　しののめ編集部 『強いられる安楽死』52P
目次
　１．安楽死の行なわれている事実
　２．歴史の流れの中で
　３．“安楽死”をさせられる立場から
　４．福祉・社会・人間
　※１．３．を山北厚，２．４．を花田春兆が執筆。写真は小島正志。
▽反響
・19730125久保田正文 「「外国文学」１０に佳作３編　安楽死問題を特集した「しののめ」75（同人雑誌採点）」（毎日新聞19730125夕刊，７面）
　※青い芝の会の活動と連動した７０年代前半の動きについては次の資料５を参照。
■ 資料５　「安楽死」関連議論に際して障害者の声がメディアに掲載されたもの
▼横浜金沢区の脳性マヒ児殺害事件（１９７０）に関連して
・19700910「身障者と父母の対話　身障児殺害事件をめぐって　生命を尊重せよ　どんな重症者にも権利」（神奈川新聞19700910, 14面）。
　※神奈川身障児殺害事件に当たって，減刑嘆願運動を行った父母の会と青い芝の会との対話集会
▼北区の脳性マヒ者殺害事件（１９７２）に関連して
・19711011「老いの身に看病疲れ…　脳性マヒの息子絞殺」（東京新聞 19711011，15面）。
　コメント：花田春兆／吉永弘子（脳性マヒ児を守る会）
・19711011「老父，看病37年の絶望　病状悪化，妻も入院　わびて子を殺す」（朝日新聞19711011, 3(371)面）。
　コメント：植松正／水上勉／北浦雅子／寺田純一（青い芝の会）
・19721027 「「ぼくはききたい　ぼくはにんげんなのか」身障者殺人事件　安楽死させられる側の“声にならない声”」『週刊朝日』19721027:151-155。
　　※北区の身障者殺害事件の関連記事
　太田典礼／花田春兆／植松正／那須宗一
・19721013　フジテレビ　「小川宏ショー　金曜編集室」
　花田春兆／ほかに『しののめ』同人
・19721031　日本教育テレビ　「桂小金治ショー　公開討論会」
　太田典礼／花田春兆ほか『しののめ』同人
・19721201　毎日放送（東京一二チャンネルネット）「ドキュメントーク：一部が違うだけで」
　花田春兆ほか，『しののめ』同人多数
▼共通して
・19720920 「特集：安楽死は是認されるべきか」『厚生ジャーナル』3(8):5-125。
　座談会：森鉄雄／城戸禮（重症児の父）／小林提樹／植松正／那須宗一／渡辺淳一
　寄稿：花田春兆／北浦雅子（重症児を守る会）／宮野彬／谷口雅春／笠原正成／草野熊吉（秋津療育園理事長）／石垣純二（医事評論家）
　太田典礼「安楽死論層の背景を刳る」
　福田雅章「安楽死　開業医360名のアンケート分析」
　宮野彬「安楽死，海外の動向と展望」
・横塚晃一 19741010 「ある障害者運動の目指すもの（特集：福祉問題の焦点）」 『ジュリスト』197410{572]:209-214。
・飯田進・手塚直樹・宮尾修・宮下俊彦・司会三ツ木任一・山川常雄 19741010 「座談会：心身障害児（者）をめぐる福祉の問題状況――心身障害（児）者の「権利」の視点から（特集：福祉問題の焦点）」 『ジュリスト』197410{572]:158-175。
  ※宮尾修は『しののめ』同人
・19750527夕「「母よ殺すな」脳性マヒ者の手記　安易な子殺し減刑に疑問　命の尊さを訴え」（朝日新聞19750527夕, 7面）。
・19750617「兄弟を殺すな　独自性，わかってくれ（言いたい　聞きたい）」（朝日新聞19750617，14面）。
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